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コールドステージの振動の起源自体を振動低減に使う

パパルルススチチュューーブブ((PPTT))冷冷凍凍機機

模模式式図図とと写写真真

内内圧圧にによよるる管管のの弾弾性性伸伸縮縮

---->>ココーールルドドスステテーージジ振振動動

複複数数組組のの管管にに

適適切切なな位位相相差差でで圧圧力力供供給給

実証実験モデル
4本管モデル

6本管モデル

1本管モデル

モデル冷凍機

実証実験

11本本管管のの振振動動とと比比較較ししてて、、44本本管管でで9966%%、、66本本管管でで9988%%のの振振動動低低減減をを達達成成ししたた

光学式（反射型）変位計

パルスタイミングと配管

実験配置の例（4本管モデル）
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原理的に小型冷凍機の本質的な振動
を極限まで低減できる技術である。
　モデル冷凍機により振動低減の原
理検証実験を行った。
　今後、蓄冷器を備えたモデルでの
実用化研究を進め、装置の小型化が
可能な特徴を活かしてコンパクトな
冷凍機開発も目指す。
　用途として電子顕微鏡の被観測物
、超伝導磁気共鳴装置、脳磁計測用
SQUID、半導体検出素子
等々の超低振動極低温冷却がある。
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従来型
3.4µm
振幅

相殺型
82nm
振幅

98%低減

モデル冷凍機（4本管）


